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Well-being向上

に向けた取組み 

・テレワーク

テレワーク制度を導入し、在宅勤務や外勤先でのパソコン業務が可能な体制

を取っている。新型コロナウイルス蔓延による緊急事態宣言時は、原則テレワー

ク、宣言期間外は出社人数が 50%以下になるように調整している。

また、コワーキングスペースの利用を可能とし、社員が居住する自治体や出張

先においても快適な就業環境を整えている。 

・休暇

年次有給休暇は年間 5 日以上必須、20 日を目標としている。昨年実績は

平均 15 日である。それ以外に、リフレッシュ休暇として 1 週間休暇を取り、心身

のリセット、リフレッシュを図っている。 

・ワークライフバランス

男性社員の育児参加にも積極的に取り組んでおり、育児休暇制度がある。制

度以上に重要なのが職場の雰囲気であるが、生後間もない子供がいる社員が

帰社しやすいような社員どおしのコミュニケーションが取れている。 

アンケート実施 ○ アンケートの
社内共有 ○
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【ダイバーシティ経営の促進】
・多様な人材（女性、外国人、障がい者、高齢者、性的マイノリティ
  等）が、十分に活躍できる環境が整備されている。

○ ○

・三井化学グループ人権方針に掲げる人種、出身国、出身地域、
社会的出身、出身階級、家計、宗教、障害、年齢、性別、性的指
向、性自認、家庭環境、婚姻の有無、組合加入、政治的見解、そ
の他の差異に基づく差別の禁止を念頭に、多様化する社員の
キャリア意識や働き方に対する価値観の変化に対応すべく各種
のダイバーシティ推進施策に取り組んでいる。

○ ○ ○

【多様な働き方の促進】
・テレワーク制度の実施やフレックスタイム制、時差出勤制度を
　導入し柔軟な勤務形態をとっている。
・ワークライフバランスを推進している。

○ ○

・テレワーク制度を導入し、在宅勤務や外勤先でのパソコン業務
が可能な体制を取っている。フレックスタイム制、時差出勤制度
を導入している。
リフレッシュ休暇、短時間勤務措置（育児、介護）等を導入し、
ワークライフバランスを推進している。

〇 ○ ○

【人権の尊重】
・ハラスメントの防止など人権が尊重された職場づくりのため、
 ルールが定められ、教育・相談体制が整備されている。

○ ○
・ハラスメントに関する社外カウンセリング窓口を設けている。
・人権尊重、ハラスメント防止に関するe-ラーニング研修を社
員全員が受講している。

○ ○ ○ ○

【従業員の心と体の健康への配慮】
・長時間労働の是正に取り組んでいる。
・従業員のメンタルヘルスを良い環境で維持できるように対策に
　取り組んでいる。
・従業員への健康投資による生産性の向上等に取り組んでいる。

○ ○

・長時間労働を是正するために、作業の見直し、人員の強化、時
間外労働・休日労働時間の見える化、タイムマネジメント研修の
導入などを行っている。
・メンタルヘルスに関する社外カウンセリング窓口を設けてい
る。
・ダイエットプログラムを導入している。

○ 〇 ○

【人材育成】
・従業員に適切な能力開発、教育訓練の機会を提供している。
・職場体験やインターンシップの受入れ等、職業の学びの場を
　提供している。

○ ○

・人材マネジメント方針に基づき、定期的に研修の受講機会を
提供している（例：各層ライン長のリーダーシップ研修、階層別
研修など）。
・学生の職場体験など、お客様からの要請に基づき適宜実施し
ている。

○ 〇 ○ ○

【廃棄物・有害化学物質の管理、３Rの推進】
・廃棄物・有害化学物質の管理を適切に行い、また削減に
　努めている。
・リデュース、リユース、リサイクルの推進を行っている。

○ ○ ○
・産業廃棄物、有害化学物質を適切に管理し、産業廃棄物最終
処分率1%以下を目標に掲げ、削減に努めている。
・紙コップの使用を控え、マグカップを使用している。

○ ○ ○ ○ ○

【温室効果ガスの排出削減】
・省エネルギーや再生可能エネルギーの利活用など、
　温室効果ガスの排出削減に取り組んでいる。

○ 〇
・工場におけるCO2排出削減に取り組んでいる。
・通勤時の公共交通機関による移動を推奨している。

○ ○ ○

【生物多様性、天然資源への配慮】
・自社活動が生物多様性や生態系にどのような影響を与えるか
　確認して、持続可能な活動となるよう取り組んでいる。
・天然資源の持続的利用に配慮した調達を行っている。

○ 〇

・製品の製造、使用、廃棄の各ステージにおいて、大気・水・土壌
を介して与える可能性のある影響を最小限に抑えるべく、化学
物質管理、GHG排出削減、水資源管理などに取り組んでいる。
・自社製品を使用した「田んぼの生きもの調査」により、水田に
すむ多くの生き物を確認しながら、農薬の水田のいきものに及
ぼす影響を調査し、製品の改善や開発につなげている。
・調達にあたり、環境負荷の少ない原材料、取引先の選定に努
めるとともに、生物多様性の保全への取組を取引先にも要請し
ている。

○ ○ ○ ○ ○

【水資源の有効活用】
・自社の水の利用状況を適切に管理し、水の有効利用や節水に
　努めている。

○
・取水量、放流水量などをモニタリングし、効率的な水利用に努
めている。特に水を多く使用する生産拠点では、循環式冷却水
系の利用など水のリサイクルを積極的に行っている。

○

【製品・サービスの安全性】
・自社の製品・サービスの安全性や品質を確保するための
　仕組みを構築している。

○ ○
・お客様相談電話窓口を設置し、製品・サービスに関する問い合
わせに回答できる体制を構築している。

○ ○

【社会課題解決】
・社会課題の解決を意識した事業運営に取り組んでいる。
・地域、大学、NPO、行政など多様な主体とのパートナーシップ
に
　より、社会課題を解決する製品・サービスの開発・展開に取り
組
　んでいる。

○ ○ ○

・「自然環境に配慮した農薬を提供し、農業の生産性を向上させ
ることにより、世界的な食糧問題の解決に寄与する」というビ
ジョンを掲げ、事業運営に取り組んでいる。
・大学などの研究機関と連携して、自然環境にやさしい新規化
学成分を開発し、県行政などとの連携によって、より安全・安心
な農業生産のために製品を展開している。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

【個人情報保護】
・個人情報を適切に管理している。

○
・個人情報管理に関するe-ラーニングを受講している。
・情報システムへのセキュリティ対策を施し、社員教育も行って
いる。

○

【法令遵守】
・法令遵守の考え方が社内に浸透し、法令を確実に遵守する
　体制・仕組みが整備されている。

○

・法令遵守が確実に行われるよう体制を整備、責任者を明確化
している。
・コンプライアンスガイドブックを作成している。
・法令遵守に関するe-ラーニングを社員全員が受講している。

○

【内部管理体制】
・経営理念及び経営目標の社内への共有が行われている。

○ ・経営理念、方針、ビジョンを社員に説明し、共有されている。 ○ ○ ○

【事業継続、事業承継】
・事故や災害などの発生のおける事業継続計画を立案している。
・事業承継に関する検討・対策を行っている。

○ ○ ○

・重大事故ゼロ件を目標として掲げている。
・事業継続計画（BCP）を策定している。
・緊急連絡網を作成し、緊急時の連絡体制を整備している。
・後継者候補準備率250%を目標とし、人材育成する体制が取
られている。

○ ○ ○ ○
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